
4

市
議
会
の
活
動
ほ
か

定
例
会
概
要

特
　
　
集

一
般
質
問

避難所確保と自主防災組織への周知を

そのほか…「幼稚園・小学校・中学校の教育」について質問

避
難
所
確
保

人
見
　
武
男 

議
員

創
志
会

ひ
と

み

お

た
け　

　
市
営
住
宅
の
空
部
屋
以
外
に
避
難
所
と
し

て
活
用
で
き
る
部
分
は
あ
る
か
。
そ
の
よ
う
な

避
難
場
所
を
自
主
防
災
組
織
に
周
知
す
る
こ
と

に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

市
営
住
宅
の
活
用
に
つ
い
て
市
の
考
え
は

問　
　
空
部
屋
以
外
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
や

階
段
の
踊
り
場
な
ど
の
共
用
部
分
を
緊
急
的
な

避
難
場
所
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
一
時
的
な
避
難
可
能

箇
所
の
例
で
あ
り
、
避
難
所
の
代
替
施
設
と
し

て
積
極
的
に
活
用
を
薦
め
る
も
の
で
は
な
い
の

で
、
自
主
防
災
組
織
へ
の
周
知
は
行
っ
て
い
な

い
。
避
難
場
所
の
確
保
や
周
知
に
つ
い
て
は
更

な
る
研
究
を
深
め
地
域
か
ら
の
個
別
の
相
談
が

あ
れ
ば
真
摯
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

一
時
的
避
難
で
共
用
部
分
の
利
用
は
可
能

答

　9月16日（木）・17日（金）の2日間にわたり、10人の
議員が一般質問を行い、市政に関する問題について、市当
局の見解を求めました。

※氏名の横は所属会派名（無会派は会派に属さない議員）

テーマは自由
　質問する内容は、議案とは
関係なく、市政に関し自由に
決め、事前に通告しています。

　議長、副議長及び監査委員を務める議員は、
慣例により一般質問は行なっておりません。
【議長：北川久人議員（左）、副議長：岡部純朗議員（中）、
監査委員：周藤雅彦議員（右）】

質問時間は40分
　議員１人の質問時間は、市
当局からの答弁も含めて、40
分以内です。

般一 質 問ここが聞きたい！

Sustainable Development Goals
持続可能な 開 発 目 標

SDGsとは…
　「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称であり、国際
社会共通の目標です。
　「持続可能な開発目標（SDGs）を桐生市のまちづくりに生かす条例」に基づき、
今号から、議員の提案に関連する主な目標ロゴを掲載していきます。

議 員 の 案提

避難所の様子
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定
例
会
概
要

一
般
質
問

市
議
会
の
活
動
ほ
か

特
　
　
集

台
風
被
害

佐
藤
　
光
好 

議
員

創
志
会

そのほか…「砂防ダム」について質問 

さ

み
つ

と
う

よ
し

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

飯
島
　
英
規 

議
員

無
会
派

そのほか…「高齢者になっても安心して暮らせるまちづくり」「愛する桐生市で最期を迎えること」について質問

い
い
じ
ま

ひ
で

き

　
　
近
年
、
広
範
囲
で
異
常
気
象
に
よ
る
台
風

被
害
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
る
。
過
去
の
カ

ス
リ
ー
ン
台
風
で
は
大
洪
水
と
な
り
、
災
害
復

興
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
が
、
そ
の

被
害
が
ど
の
よ
う
に
今
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
。

治
水
対
策
は 

問
　
　
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
等
に
よ
る
甚
大
な
被
災

を
契
機
に
、
河
川
の
改
修
計
画
が
見
直
さ
れ
、

河
道
の
拡
幅
、
無
堤
地
へ
の
堤
防
の
設
置
等
整

備
工
事
が
長
年
に
わ
た
り
行
わ
れ
て
き
た
。
現

在
も
河
川
を
管
理
す
る
国
や
群
馬
県
に
よ
り
、

堤
防
改
修
や
河
床
整
備
、
水
位
観
測
シ
ス
テ
ム

の
設
置
等
が
行
わ
れ
、
当
市
も
合
同
で
重
要
水

防
箇
所
の
点
検
を
行
う
な
ど
、
水
防
に
関
す
る

取
り
組
み
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。

継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

答

　
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
採
取
し
た
ウ
イ
ル
ス
な

ど
が
1
‐
2
‐
4
‐
8
‐　
と
い
う
よ
う
に
増

幅
し
、
コ
ピ
ー
が
一
定
以
上
に
な
る
と
光
っ
て

陽
性
と
な
る
。
増
幅
回
数
の
サ
イ
ク
ル
数
を
Ｃ

Ｔ
値
と
い
う
が
各
国
の
基
準
は
バ
ラ
バ
ラ
。
日

本
の
Ｃ
Ｔ
値
は
い
く
つ
か
。 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
陽

性
判
定
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
人
に
感

染
力
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
陽
性
者
＝
感
染
者
か
？

問
　
　
日
本
の
Ｃ
Ｔ
値
に
つ
い
て
は
、
正
式
に
通

知
は
さ
れ
て
い
な
い
。
桐
生
保
健
所
に
も
確
認

し
た
が
、
広
く
一
般
的
に
公
表
さ
れ
て
い
る
も

の
で
は
な
い
と
の
回
答
を
得
た
。 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

に
よ
り
陽
性
判
定
と
な
っ
た
人
の
感
染
力
に
つ

い
て
は
、
当
市
に
お
い
て
判
断
し
て
い
な
い
。

市
と
し
て
判
断
は
し
て
い
な
い

答

16

そのほか…「学校の生活」、「無差別襲撃事件」について質問

少
子
化
対
策

河
原
井
　
始 

議
員

ク
ラ
ブ

か
わ

ら

い

は
じ
め

　
　
婚
姻
件
数
減
少
と
出
生
率
低
下
の
対
策
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
当
市
の　
年
前
の
婚
姻

件
数
と
出
生
数
は
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
少
子

化
対
策
を
行
い
、
実
現
し
て
い
く
の
か
。

ど
の
よ
う
に
少
子
化
対
策
を
す
る
の
か

問
　
　
平
成　
年
度
は
、
婚
姻
届
受
理
件
数
が
４

５
６
件
、
出
生
数
が
７
５
２
人
で
あ
っ
た
が
、

令
和
２
年
度
は
、
婚
姻
届
受
理
件
数
が
２
８
１

件
、
出
生
数
が
４
１
７
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

各
種
計
画
等
に
お
い
て
、「
結
婚
、
妊
娠
、
出

産
、
育
児
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
充
実
」
を

掲
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
具
体
的
な
支
援

を
提
供
す
る
体
制
を
引
き
続
き
計
画
的
に
整
備

す
る
と
と
も
に
、
関
係
各
所
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

引
き
続
き
、
各
種
支
援
を
計
画
的
に
整
備

答
21

10

23

婚姻件数増加へ、少子化に歯止めを
議 員 の 案提

ＰＣＲ陽性者＝感染者か？
議 員 の 案提

過去の洪水被害が生かされているか
議 員 の 案提

渡良瀬川（錦桜橋～中通り大橋間）

検査イメージ

令和 2年度出生した乳児
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市
議
会
の
活
動
ほ
か

定
例
会
概
要

特
　
　
集

一
般
質
問

そのほか…『「網膜色素変性症」患者の生活支援』について質問

輻輳（ふくそう）……1か所に集まり、混雑する様。ヒント

行
政
境
界
の
改
善

福
島
　
賢
一 

議
員

ク
ラ
ブ

ふ
く
し
ま

け
ん
い
ち

養
育
費
の
確
保

山
之
内
　
肇 

議
員

公
明
ク
ラ
ブ

や
ま

の

う
ち

は
じ
め

　
　
民
事
執
行
法
改
正
で
、
強
制
執
行
認
諾
条

項
付
公
正
証
書
の
作
成
に
よ
り
、
養
育
費
の
強

制
執
行
が
可
能
と
な
っ
た
。
養
育
費
を
子
ど
も

の
権
利
を
守
る
視
点
か
ら
捉
え
、
そ
の
確
保
の

た
め
に
専
門
支
援
員
を
配
置
し
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
相
談
を
聴
き
、
公
証
役
場
等
へ
の
同
行
も

含
む
公
正
証
書
作
成
支
援
を
行
う
、
伴
走
型
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
創
設
を
切
に
願
う
が
見
解
は
。

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
伴
走
型
サ
ポ
ー
ト
を

問　
　
現
在
、
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
が
、
市

で
作
成
し
た「
ひ
と
り
親
家
庭
子
育
て
ガ
イ
ド
」

を
活
用
し
、
就
労
支
援
等
を
行
っ
て
い
る
が
、

公
正
証
書
作
成
ま
で
支
援
が
及
ん
で
い
な
い
。

今
後
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
、
公
正
証

書
作
成
支
援
も
含
め
研
究
い
た
し
た
い
。

公
正
証
書
作
成
支
援
を
含
め
研
究
し
た
い

答

　
　
桐
生
市
相
生
町
５
丁
目
地
域
と
み
ど
り
市

大
間
々
町
地
域
に
介
在
す
る
輻
輳
し
た
行
政
境

界
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
市
長
と
し
て
の
見
解

は
。
ま
た
、
輻
輳
し
た
行
政
境
界
の
解
消
に
向

け
た
み
ど
り
市
と
の
協
議
は
。 

み
ど
り
市
と
の
協
議
は

問　
　
地
域
の
連
帯
感
の
醸
成
や
学
校
区
な
ど
、

地
域
住
民
の
皆
様
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
一
方
、
行
政
境
界

の
変
更
は
多
方
面
に
影
響
し
、
そ
の
地
域
で
生

活
さ
れ
る
全
て
の
人
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
た

め
、
地
元
意
見
の
機
運
の
高
ま
り
な
ど
を
考
慮

し
、
意
見
を
反
映
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
み
ど
り
市
と
群
馬

県
と
も
協
調
し
、
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

み
ど
り
市
と
群
馬
県
と
も
協
調
し
、
研
究

答
21

ふく そう

保健福祉会館

輻輳地域周辺（県道前橋大間々桐生線）

そのほか…「空き地・空き家の利用促進による賑わい創出について（都市のスポンジ化対策）」について質問

道
の
駅
の
整
備

久
保
田
　
裕
一 

議
員

そ
う
ぞ
う
未
来

く

ぼ

ゆ
う

た

い
ち

　
　
国
道　
号
前
橋
笠
懸
道
路
の
開
通
な
ど
、

新
里
町
周
辺
に
お
け
る
道
路
整
備
は
、
今
後　

年
で
大
幅
に
進
展
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
見
据
え
、
新
里
町
を

通
過
点
で
は
な
く
立
ち
寄
っ
て
も
ら
え
る
場
所

と
し
て
い
く
た
め
、
道
の
駅
な
ど
の
地
域
拠
点

が
必
要
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

今
後
を
見
据
え
た
地
域
拠
点
の
整
備
は

問　
　
本
提
案
は
、
新
里
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
る
上
で
重
要
な
要
素
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

地
域
を
素
通
り
す
る
の
で
は
な
く
誘
導
す
る
こ

と
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
も
の
と

考
え
る
。
今
後
の
道
路
整
備
状
況
等
を
見
据
え

な
が
ら
地
域
へ
誘
導
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み

等
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

取
り
組
み
等
研
究
し
た
い

答

50

10国道50号前橋笠懸道路（鹿交差点～笠懸小学校交差点区間）

新里町内に道の駅などの地域拠点を
議 員 の 案提

“一歩踏み込んだ”実質的な支援を！
議 員 の 案提

輻輳した行政境界を早期に解消すべき
議 員 の 案提
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定
例
会
概
要

一
般
質
問

市
議
会
の
活
動
ほ
か

特
　
　
集

関
口
　
直
久 

議
員

日
本
共
産
党
議
員
団

せ
き

な
お

ぐ
ち

ひ
さ

感
染
拡
大
防
止
対
策

歌
代
　
公
司 

議
員

無
会
派

そのほか…「市庁舎建設」「市庁舎建設における事業費」「新型コロナウイルスへの対応」などについて質問

う
た
し
ろ

こ
う

じ
　
　
7
月
、
国
は
「
飲
食
店
利
用
者
に
感
染
対

策
が
さ
れ
て
い
る
か
グ
ル
メ
サ
イ
ト
で
評
価
を

さ
せ
る
」
制
度
を
示
し
た
。
匿
名
の
評
価
で
行

政
指
導
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
運
用
予
定

は
。
ま
た
、
群
馬
県
に
は
「
ス
ト
ッ
プ
コ
ロ
ナ

！
対
策
認
定
制
度
」
が
あ
り
国
の
評
価
制
度
は

不
要
だ
と
思
う
が
、
県
の
制
度
の
概
要
は
。

グ
ル
メ
サ
イ
ト
飲
食
店
認
証
の
運
用
予
定
は

問
　
　
県
に
確
認
し
た
が
、
現
時
点
で
は
国
か
ら

具
体
的
な
実
施
に
関
す
る
通
知
な
ど
は
来
て
い

な
い
と
の
こ
と
。
県
の
制
度
は
、
各
業
界
団
体

が
作
成
し
た
感
染
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
適

切
に
実
施
す
る
店
舗
を
県
が
認
定
す
る
制
度
で
、

消
費
者
の
信
頼
性
の
確
保
、
事
業
者
の
感
染
症

対
策
の
促
進
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
る
。

具
体
的
な
通
知
な
ど
は
来
て
い
な
い

答

そのほか…「市民の健康を守る公衆浴場について」、「旧川内北小学校のプールについて」、「新型コロナウイルスから市民の命を守る」について質問 

　
　
新
庁
舎
整
備
の
概
算
事
業
費
と
し
て
　
億

円
を
見
込
み
、
そ
の
財
源
と
し
て
は
庁
舎
整
備

基
金
で
　
億
円
を
賄
い
、
そ
れ
以
外
の
　
億
円

に
つ
い
て
は
合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
新
庁
舎
建
設
に
係
る
設
計
業
務

に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
い
く
ら
費
用
が
か
か

っ
た
の
か
。

設
計
業
務
に
要
し
た
費
用
は

問
　
　
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
「
桐
生
市
庁
舎
建

設
基
本
計
画
策
定
及
び
基
本
設
計
業
務
委
託
」

に
つ
い
て
は
、
税
込
み
９
７
８
０
万
４
４
５
４

円
で
あ
り
、
令
和
３
年
８
月
２
日
に
契
約
を
締

結
し
た
「
桐
生
市
庁
舎
建
設
実
施
設
計
」
に
つ

い
て
は
、
税
込
み
２
億
４
３
３
０
万
８
０
０
０

円
と
な
っ
て
い
る
。

契
約
額
も
含
め
て
約
３
億
４
千
万
円

答

市
庁
舎
建
設

90

12

78

メリットがある少人数学級の導入を
議 員 の 案提

公平公正な飲食店認証で経済再開を
議 員 の 案提

市庁舎建設に要した設計業務費用は？
議 員 の 案提

ストップコロナ！対策認定店ポスター等

桐生市役所

そのほか…「国保税」について質問

想
定
　
人

渡
辺
　
恒 

議
員

日
本
共
産
党
議
員
団

わ
た
な
べ

ひ
と
し　

　
少
人
数
学
級
を
導
入
し
た
場
合
の
教
員
へ

の
負
担
、
教
育
効
果
、
児
童
・
生
徒
と
の
向
き

合
え
る
時
間
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の

か
。
ま
た
、
導
入
に
向
け
て
の
当
局
の
見
解
は
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
分
散
登
校
を
踏
ま
え
て

問
　
　
教
師
一
人
が
担
当
す
る
人
数
が
減
り
、
個

に
応
じ
た
支
援
が
可
能
と
な
り
学
力
向
上
へ
の

効
果
が
期
待
で
き
る
。
生
活
指
導
面
で
も
、
一

人
一
人
に
目
が
届
き
や
す
く
な
る
。
し
か
し
、

学
校
で
の
学
び
は
、
集
団
の
中
で
様
々
な
考
え

に
触
れ
、
認
め
合
い
、
協
力
し
合
い
、
思
考
力

や
表
現
力
、
判
断
力
、
問
題
解
決
能
力
な
ど
を

育
み
、
社
会
性
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
も
大

切
で
あ
る
た
め
一
定
規
模
以
上
の
人
数
の
児
童

 

・
生
徒
集
団
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

一
定
規
模
の
集
団
人
数
が
必
要
で
あ
る

答
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授業中の風景


